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【提出日】平成30年6月13日(2018.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号４０の残基１～３７８に少なくとも８５％同一のアミノ酸配列を含むポリペプ
チドであって、
　（ａ）ヒト胃内のｐＨに相当するｐＨでＰＱＰＱＬＰ（配列番号３４）ペプチドを分解
し；
　（ｂ）配列番号４０の残基２７８に相当する残基はＳｅｒであり、配列番号４０の残基
７８に相当する残基はＧｌｕであり、配列番号４０の残基８２に相当する残基はＡｓｐで
あり；かつ
　（ｃ）配列番号６７と比較してＮ１０２Ｄのアミノ酸の変更を含む
ポリペプチド。
【請求項２】
　配列番号６の残基１～５６７に少なくとも８５％同一のアミノ酸配列を含むポリペプチ
ドであって、
　（ａ）ヒト胃内のｐＨに相当するｐＨでＰＱＰＱＬＰ（配列番号３４）ペプチドを分解
し；
　（ｂ）配列番号６の残基４６７に相当する残基はＳｅｒであり、配列番号６の残基２６
７に相当する残基はＧｌｕであり、配列番号６の残基２７１に相当する残基はＡｓｐであ
り；かつ
　（ｃ）配列番号３３と比較してＮ２９１Ｄのアミノ酸の変更を含む
ポリペプチド。
【請求項３】
　配列番号４０の残基１～３７８に少なくとも９０％同一のアミノ酸配列を含む、請求項
１に記載のポリペプチド。
【請求項４】
　配列番号６の残基１～５６７に少なくとも９０％同一のアミノ酸配列を含む、請求項２
に記載のポリペプチド。
【請求項５】
　前記ｐＨが２～４である、請求項１～４のいずれか１項に記載のポリペプチド。
【請求項６】
　前記ｐＨが４である、請求項１～４のいずれか１項に記載のポリペプチド。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のポリペプチドをコードする核酸。
【請求項８】
　請求項７に記載の単離核酸を含む核酸発現ベクター。
【請求項９】
　請求項８に記載の核酸発現ベクターを含む組換え宿主細胞。
【請求項１０】
　請求項１～６のいずれか１項に記載のポリペプチドと、薬学的に許容可能な担体とを含
む医薬組成物。
【請求項１１】
　セリアックスプルーの治療用の医薬組成物であって、セリアックスプルーを治療するた
めに有効な量の、請求項１～６のいずれか１項に記載のポリペプチドを含む医薬組成物。
【請求項１２】
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　前記医薬組成物は、セリアックスプルーの治療用の医薬組成物であり、セリアックスプ
ルーに罹患している個体に、セリアックスプルーを治療するために有効な量で投与される
、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　経口投与される、請求項１１または１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　そのような治療を必要とする個体により摂取された食事中のグリアジンを分解するため
の医薬組成物であって、前記グリアジンを分解するために有効な量の、請求項１～６のい
ずれか１項に記載のポリペプチドを含む、医薬組成物。
【請求項１５】
　それを必要とする個体におけるグルテン不耐症を治療するための医薬組成物であって、
前記グルテン不耐症を治療するために有効な量の、請求項１～６のいずれか１項に記載の
ポリペプチドを含む、医薬組成物。
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